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（１）誰もが安心して住み続けられるまち 

子育て世代や高齢者をはじめ誰もが利用しやすい市街地構成、施設配置となるよう土地

利用誘導を図り、安全で快適な交通体系を構築し、災害に備えて地域の防災機能を強化し

ます。これにより、心のかよう温かいコミュニティを守り、育み、支えるまちづくりを進

め、誰もが安心して住み続けられるまちをつくります。 

 

（２）多くの人が訪れいきいきと交流するまち 

豊かで美しい自然環境や特色ある歴史的街並み・遺構をまちづくりの資源として活かし、

広域交流による都市の活力の維持・増進を図ります。環境・景観の保全と広域交流の場を

整備し、自然と歴史に誇りを持って多くの人を招き、ふれあいをまちの力にしていきいき

と交流するまちをつくります。 

 

（３）働きやすく社会参加しやすいまち 

産業用地の開発整備・企業誘致、自然環境や農業環境を活かす観光交流の場、学習の場

の整備と、誰にとっても安全で快適な交通体系の構築により、身近な通いやすい職場、生

涯にわたって学び続ける場を、守り、増やします。これにより、誰もが生きがいを持って

暮らせるように、働きやすく社会参加しやすいまちをつくります。 

 

（４）穏やかで美しくやすらぎの感じられるまち 

市民が誇りにする都市を形成している美しい景観や清らかな環境を保全し、市民との協

働による管理を図ります。これにより、穏やかで美しくやすらぎの感じられるまちを、し

っかりと次世代に引き継いでいきます。 

 

（５）あるものを結び付け、活かし、使いこなすまちづくり 

我が国の社会経済が成熟化するなかで、都市の活力を維持増進し、持続的な発展を遂げ

るため、既存の資源・施設機能の維持管理・運用に重点を置きます。あるものを結び付け、

活かし、使いこなすまちづくりにより、都市の将来像の実現を図ります。 

 

  



55 

３－３．都市人口の将来見通し ··············································  

「安中市総合計画（基本構想）」では、平成１２年、１７年の国勢調査人口に基づく推

計により、平成２９年（２０１７年）の市総人口を６１，０００人と想定しています。 

また、平成２２年（２０１０年）の国勢調査人口を用いて推計された都市の将来人口と

高齢化率は、下表のとおりであり、総合計画の想定を超えた、急激な人口減少と高齢化が

予測されています。 

本プランでは、近年の人口動態（出生・死亡、転入・転出）のすう勢が継続すれば、目

標年次である平成４６年（２０３４年）には、都市人口が５万人を下回り高齢化率が４０％

に達する可能性があるとの見通しを踏まえつつ、“誰もが安心して住み続けられるまちづ

くり”を進めることにより、人口減少と高齢化の速度を極力抑えることを都市づくりの目

標の一つとします。 

 

◆都市人口推計（近年のすう勢が継続する場合） 

 平成 12 年 平成 22 年 平成 32 年 平成 42 年 

 （2000 年） （2010 年） （2020 年） （2030 年） 

人口 64.9 千人 61.1 千人 55.7 千人 49.4 千人 

高齢化率 21.4％ 27.6％ 35.8％ 39.1％ 

※国立社会保障・人口問題研究所によるコーホート要因法推計結果（基準時：平成２２年） 

 

 

 

３－４．将来都市構造 ··························································  

安中市では、碓氷川の中上流部沿岸に、国道１８号、ＪＲ信越本線などの広域交通路が

東西方向に並行して都市軸が形成されています。都市軸上の旧中山道・国道１８号の沿道

には市街地が形成され、幹線道路沿道に集積した都市機能が地域の暮らしを支えてきまし

た。 

 

このような都市の基礎構造を踏まえ、西毛地域、前橋・高崎の広域都市圏における都市

間の連携を強化します。子育て世代や高齢者をはじめ誰もが快適に使える交通拠点となる

べき鉄道駅周辺の都市機能の集積を高めることにより、コンパクトな市街地・生活圏を構

成します。 

これにより、どの地域においても都市的利便性を享受し、身近に自然とふれあい、訪れ

る人々と地域がいきいきと交流する都市構造の形成を目指します。 
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１．土地利用構成の大枠（土地利用エリア） 

都市構造のベースとなる大枠の「土地利用エリア」を、以下の３区分に大別します。 

● 市街地エリア 

碓氷川沿岸の国道１８号など東西方向広域幹線道路の沿道の既存市街地と、その縁辺部

にあって系統的な基盤整備を進める地区を「市街地エリア」とします。 

安中・板鼻地域、原市・磯部地域、松井田地域にまたがり、連担する３つの“まちのま

とまり”ごとに、コンパクトな市街地の形成を図ります。 

● 山林自然環境エリア 

市域西部の自然公園地域、森林地域を「山林自然環境エリア」とします。 

自然公園法、森林法に基づく自然環境の保全と、広域観光交流や環境学習の場としての

活用を図ります。 

● 田園集落エリア 

市街地エリアと山林自然環境エリアの間に広がる河川沿いの農地、里山とそれに介在す

る集落地の区域を「田園集落エリア」とします。 

自然環境・農業生産環境との調和を図りつつ、集落地の生活環境の改善整備を進め、地

域コミュニティの活力の維持増進を図ります。 

 

 

２．都市の交通軸・都市軸の構成 

(１)交通軸 

都市及び市街地を支え、広域圏と連絡する主要交通路であり沿道の都市機能の連担集積、

連携の方向性を示す「交通軸」を、次のように配置構成します。 

▲ 広域交通軸 

 東西方向に都市を貫き、首都圏と信越地方を連絡する国道１８号 

 前橋・高崎の広域都市圏の外郭環状線であり、前橋方面、富岡方面と本市都市拠点

を南北に連絡する西毛広域幹線道路（都市計画道路３・６・１０南北中央幹線） 

▲ 地域連絡交通軸 

 鉄道駅周辺拠点地区と周辺地域を河川や鉄道を越えて南北に連絡する地域生活交

通の軸であり、災害時の避難・救援の主要経路となる幹線道路 

 碓氷川右岸の市街地と産業機能を東西に連絡し、国道１８号のバイパス機能を果た

す幹線道路 

(２)都市軸 

歴史的にも都市の背骨である、国道１８号の東西方向広域交通軸と歴史的な市街地の連な

る旧中山道沿道及びＪＲ信越本線沿線を、都市機能の連担集積を図る「都市軸」とします。 

◆ 都市軸 

 枢要な都市機能が連担する国道１８号沿道、旧中山道沿道、ＪＲ信越本線沿線 
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３．都市の拠点地区の配置 

 

高次の都市機能が集積する「都市の拠点」は、上位計画に示された広域拠点の配置構

成を都市レベルで再構成し、次のように配置構成します。 

加えて、地域固有の資源を活かし、相互に連携して広域観光交流を促進するための環

境・機能を計画的に整える拠点地区として、「広域観光交流ゾーン」を都市構造に位置

づけます。 

 

■ 都市拠点 

 枢要な公共公益施設、高次の都市機能が集積し、都市の交通が集中する「市役所・

安中駅周辺地区」 

■ 地域生活拠点 

 都市拠点の機能を補完し、それぞれの地域の最寄りの生活拠点機能が集積する「原

市交差点・磯部駅周辺地区」、「松井田・西松井田駅周辺地区」 

 田園集落エリアにおいて、交通結節機能を主とする特色ある拠点「横川駅周辺地区」

「安中榛名駅周辺地区」 

■ 産業拠点 

 地域の身近な職場として通勤や広域的な物流のための交通の強化を図るべき一団

の大規模産業用地、工業団地 

■ 広域観光交流ゾーン 

 「安中宿・安中城址周辺ゾーン」「磯部温泉ゾーン」「松井田宿ゾーン」「横川駅周

辺・坂本宿・碓氷峠ゾーン」「秋間梅林ゾーン」「妙義山麓ゾーン」 
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備構想想〔部部門別別方針針〕 
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● 職住近接の土地利用構造の維持・発展 

誰もが働きやすく、いきいきとした活動と交流が育まれる都市を目指して、身近な職場

となり交流の場となる産業用地を確保し、機能増進を図ります。 

磯部温泉の市街地については、碓氷川沿岸の自然的土地利用との調和を図りつつ空き地

などの低未利用地を活用し、温泉施設や商業・娯楽施設など観光客を対象とした都市機能

の更新、拡充を図ります。 

既存の大規模工場用地、工業団地の工業生産機能の増進を図り、それに隣接する幹線道

路沿道地区、広域自動車交通の利便性の高い幹線道路沿道地区に既存の工業機能と連携す

る工業・流通系の産業機能の立地集積を図ります。市街地縁辺部における産業系土地利用

の誘導にあたっては、用途地域の指定、地区計画などにより、幹線道路及び沿道の整備と

周辺環境に調和する産業系土地利用を計画的に誘導します。 

● 幹線道路沿道土地利用の整序 

枢要な都市機能が連担し都市軸を形成する国道１８号など、土地利用の変化が著しい幹

線道路沿道については、用途地域の指定、特別用途地区などにより、自動車利用者に供す

る沿道サービス施設、周辺地域住民の生活支援施設などによる沿道土地利用を計画的に誘

導します。 

● 低未利用地、施設跡地の活用と適正管理 

地域社会の高齢化、産業構造の変化や施設の更新整備・統廃合により発生し、防犯・防

災、環境衛生、景観などへの様々な阻害要因となる恐れのある施設跡地、空き地・空き家

については、土地の有効利用、都市機能の集約化の観点から、地域の特性に沿った市街地

整備への活用を図ります。また、建築物・敷地の安全性の確保の観点から、土地・家屋の

適正な維持管理を促進し、地域の環境悪化、魅力と活力の低下を防止します。 

 

 

 

２．土地利用分類と配置の方針 

将来都市像に示された土地利用構成を、地域ごとの現況・動向を踏まえて細分類し、土

地利用分類ごとの配置と土地利用の規制・誘導の方針を示します。 

◆低層住宅地 

 田園集落地に隣接する市街地縁辺部において既に一定の住宅の建て込みが見られ

る地区については、低層の住宅市街地と位置づけ、系統的な基盤整備を進めるとと

もに、緑豊かでゆとりのある戸建住宅地の土地利用の形成を図ります。 

 歴史的建造物や由緒ある寺社を含む閑静な街並みが残されている地区については、

低層で低密度の土地利用を誘導し、広域観光交流の資源となる良好な環境や景観を

保全します。 
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◆中低層住宅地 

 公営住宅団地周辺や幹線道路沿道などにおける中低層の集合住宅、小規模な店舗、

作業所が戸建て住宅と並存し一定の建物の建て込みが見られる住宅地については、

中低層住宅地と位置づけ、道路交通の利便性を活かした中密度の住宅地の土地利用

を誘導します。 

◆複合市街地 

 拠点地区や幹線道路沿道において、中小規模の店舗、業務施設、作業所が住宅と並

存する既成市街地については、複合市街地と位置づけ、既存の宅地の有効利用・高

度利用により、まちなか居住のための集合住宅や生活サービス施設の整備、機能更

新を誘導します。 

◆拠点商業業務地 

 都市に枢要な公共公益施設が集中して立地し、国道１８号と西毛広域幹線道路（都

市計画道路３・６・１０南北中央幹線）の２つの広域交通軸が交差する「市役所周

辺」については、拠点商業業務地と位置づけ、幹線道路整備と連動した沿道の整備、

公共公益施設の集約再編、跡地の有効活用、既存施設建築物の更新、共同化などに

より、商業業務機能の集積を進めます。 

◆近隣商業地 

 旧中山道の宿場町の「板鼻宿」「安中宿」「松井田宿」、及び安中駅周辺については、

近隣商業地として、旧街道の歩行空間の拡充や空き地・空き家の活用などにより、

観光商業機能を含めた店舗の更新、まちなか居住のための都市型住宅への土地利用

転換などを促進します。これにより、地域の生活拠点としての機能の増進・再生と、

広域観光交流拠点の交流空間としての再整備を進めます。 

 西毛地域の玄関口に位置し、秋間地区の近隣生活拠点となる「安中榛名駅周辺」に

ついては、近隣商業地と位置づけ、商業サービス機能の立地を誘導します。 

◆観光商業地 

 宿泊施設を有する温泉街が形成され広域観光交流拠点となる「磯部温泉街・磯部駅

北口地区」については、観光商業地と位置づけ、周辺都市や他地区と連携した広域

観光交流の促進に向けて、宿泊機能の増進を図ります。また、空き地・空き家を活

用し、温泉街としての風情ある歩行空間の整備や、日帰りや一時滞在に対応する商

業・サービス機能の拡充を進めます。 

 碓氷関所跡と碓氷峠鉄道文化遺産を有し、碓氷峠、坂本宿と連なる「横川駅周辺地

区」については、観光商業地と位置づけ、田園集落エリア周辺の自然環境との調和

を図りつつ、歴史的遺構・文化遺産を活かす広域観光交流の拠点地区として、周辺

都市や他地区との連携の強化と観光商業機能の充実を図ります。 

◆沿道サービス業務地 

 広域交通が多く、都市の土地利用の背骨となる都市軸を形成する国道１８号沿道に

ついては、沿道サービス業務地と位置づけ、大量通過交通を対象とした沿道サービ

ス施設と地域生活サービスの一翼を担う商業施設の秩序ある立地と沿道環境・景観

の整序を進めます。 



64 

 

 

 都市拠点地区を通る南北方向の広域幹線である西毛広域幹線道路（都市計画道路

３・６・１０南北中央幹線）の道路整備にともない、その沿道の内、都市拠点地区

に位置づけられ、碓氷川右岸に計画的に整備される街区については、周辺土地利用

との調和や地域の既存商業機能との融和を図ることを前提として、地域の生活利便

と広域的な道路沿道サービスに供される商業・サービス機能、流通・業務機能の計

画的な立地を誘導します。 

◆工業・流通業務地 

 市街地縁辺部の一団の既存大規模工場用地、工業団地とそれら既存工業と関連して

隣接部に計画的に開発される産業用地については、工業・流通業務地と位置づけ、

既存工業機能の増進と活力ある産業機能の誘導を図ります。 

 田園集落エリアの広域自動車交通の利便性の高い幹線道路沿道で、周辺農業生産環

境との調和を図りつつ開発整備される一団の産業用地については、工業・流通業務

地と位置づけ、自動車交通利便性を利用して、工業生産・物流・流通業務機能の立

地を誘導します。 

◆田園集落地 

 田園集落エリアの碓氷川・九十九川・柳瀬川の中流域沿岸の集落地と介在する農地

については、無秩序な宅地利用を抑制し、農業生産環境、集落の生活環境の保全、

改善を図ります。 

 河川上流部の集落地については、市街地と拠点地区との連絡機能を維持・強化して

地域コミュニティの維持・活性化を図るとともに、農林業振興施策による山林・農

地などの保全管理を促進し、集落環境の荒廃の防止を図ります。 

◆自然活用保全地 

 上信越高原国立公園・妙義荒船佐久高原国定公園内の山林、国有林・保安林である

市域西部の山林自然環境エリアの山林については、自然公園法・森林法により、開

発・都市的土地利用を制限し、その土地利用・環境を保全します。 

 田園集落エリアの丘陵斜面、河岸段丘面に残され、良好な景観を形成している河川

沿岸、丘陵斜面の斜面緑地については、地域制緑地の指定を検討し、その環境・景

観の保全、活用を図ります。 

 広域の林間レクリエーションの場であるゴルフ場、森林環境・文化の体験学習の場

である「群馬県野鳥の森・小根山森林公園」「学習の森周辺」「天神山自然の森」「後

閑城址公園」については、周辺山林を含めた環境の保全を図るとともに、アクセス

機能の拡充などにより、利用の促進と、レクリエーション機能・学習機能の増進を

図ります。 
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４-１-２．市街地整備の方針 

将来都市像の実現に向けて、市街地の面的な基盤整備の方針、拠点地区及び公営住宅の

整備の方針、市街地の整備手法の適用の考え方を示します。 

１．市街地整備の基本方針 
都市の人口減少と地域社会の高齢化に対応して、都市拠点地区や地域生活拠点地区を核

としたコンパクトで誰もが使いやすく住みやすい市街地の形成を図るため、低未利用地を

活用する都市機能の集約配置と、都市機能を支える系統的かつ地域の特性を活かした基盤

整備を進めます。 

 

● 拠点地区における都市機能の集約再配置、機能更新 

都市拠点地区・地域生活拠点地区などの都市の拠点を形成する地区については、公共公益

施設、地域の生活利便施設の集約再配置、機能更新を重点的に進めます。また、施設機能・

土地利用の更新と連動して、周辺地域や最寄りの鉄道駅と連絡する幹線道路や土地の高度利

用を支え特色ある交流空間となる街路・広場などの基盤整備を計画的に推進します。 

一団の既存工場用地・工業団地に隣接する幹線道路沿道の産業拠点地区や、都市拠点地区

に新規に整備される幹線道路の沿道地区については、工業・流通業務系の産業機能の誘導を

図るため、産業系街区を形成する計画的な市街地整備を促進します。 

広域観光交流ゾーンに位置する市街地については、旧街道沿道の街並みなど地域の歴史

的資源を活かして広域交流が育まれるよう、交流の場となる道路・広場や訪れる人の利便

に供する駐車場・休憩所の整備、商店街の環境整備など、一体的で特色ある市街地整備を

推進します。 

● 誰もがまちに出やすいユニバーサルデザインの都市機能・都市環境の整備 

多くの人々が利用し、地域の暮らしを支援する機能を持つ拠点的な施設や公営住宅の機

能更新整備、拠点地区の道路などの基盤整備については、ユニバーサルデザインによる施

設・環境の整備に努め、高齢者や障害者をはじめ誰もが使いやすい市街地環境、都市機能

を形成します。 

● 施設跡地など低未利用地を活用する市街地の更新整備 

既成市街地の更新整備については、公共公益施設や産業施設用地の集約再配置にともな

い生じた施設跡地を、交流・福祉などの拠点施設や都心居住施設の複合施設用地、交流や

防災の機能を有する広場などの用地として有効活用していきます。 

空き地となった民有地や空き家となった民家については、市街地防災、防犯上の問題に

対応して必要な管理を促進する空き家対策を検討します。また、所有者や地権者の協力を

得て、市街地居住に向けた住替えのための住宅や地域福祉施設への転用など、市街地整備

への活用を図ります。 

● 整備事業の計画的な連鎖と土地利用の規制誘導による着実な整備実現 

地区の面的・系統的な基盤整備については、土地区画整理事業、工業団地造成事業など

の面的市街地整備事業、幹線道路の整備に併せた沿道街区の整備誘導、計画的な開発誘導、

小規模連鎖型の事業といった多様な手法を、地域の特性に合わせて検討し、段階的かつ着

実に市街地整備を進めます。  
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２．市街地整備の方針 

基本方針に沿って、各市街地の位置と特性を踏まえ、計画的で系統的な市街地の基盤整

備を進めます。 

 

■拠点地区市街地の再整備 -----------------------------------------------------  

【都市拠点地区】 

枢要な公共公益施設、高次の都市機能が集積し、都市の交通が集中する市役所周辺か

らＪＲ信越本線安中駅にかけての「都市拠点地区」については、公共公益施設やまちな

か居住に資する公営住宅の集約再配置、機能更新を重点的に進めます。また、集約再配

置によって生じた施設跡地を、交流・福祉などの拠点施設やまちなか居住施設の複合施

設用地、交流や防災の機能を有する広場・公共的駐車場などの用地として有効活用する

など、市街地の再整備を推進します。 

市街地の再整備、人の集まる施設の更新・整備については、道路・歩道の拡充、ユニ

バーサルデザインによる歩行空間整備を促進し、高齢者や障害者をはじめ誰もが使いや

すい市街地環境、都市機能を形成します。 

安中駅の交通結節機能を高める周辺道路・広場・公共的駐車場などの整備や広域都市

圏と都市拠点を連絡する国道１８号、西毛広域幹線道路（都市計画道路３・６・１０南

北中央幹線）の整備と連動して、適正な沿道整備を計画的に図ります。 

【地域生活拠点地区】 

原市・磯部地域の地域生活拠点を構成する原市交差点周辺、ＪＲ信越本線磯部駅周辺

と松井田地域の地域生活拠点を形成する松井田駅・西松井田駅周辺の市街地については、

駅の交通結節機能を高める周辺道路・広場・公共的駐車場などの整備や、地区の幹線道

路・主要生活道路の整備と連動して、適正な沿道整備と沿道建築物の更新整備を計画的

に図ります。 

【広域観光交流ゾーンの拠点地区】 

広域観光交流の拠点となり地域生活の支援機能も併せ持つ旧中山道安中宿・安中城址

（現安中文化センター）周辺及び旧中山道松井田宿の市街地については、歴史的建造物

や街並みを資源として活用し、周辺都市や他地区と連携して広域観光交流を促進する取

組みを進めます。また、街並みの保存整備と併せて、訪れる人々の地域との交流の場と

なり、その利用に供する道路・広場・公共的駐車場・休憩所などの基盤施設や商店街の

環境整備を促進します。 

磯部駅北側に広がる磯部温泉の市街地については、隣接する碓氷川の河川自然環境・

景観を活かし、温泉街としてのたたずまいを演出する特色あるデザインによる道路環境

整備、空き地・空き家を活用する広場などの整備を一体的に促進し、宿泊・滞在ができ

る観光交流拠点としての機能更新、拡充を図ります。 
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■既成住宅市街地の環境改善整備 -----------------------------------------------  

道路等の基盤施設の系統的整備が不十分のまま、既に住宅が建て込んでいる住宅市街地

については、地区幹線道路の整備を推進するとともに、幹線道路に至る主要生活道路の狭

あい区間の市道改良整備や「安中市狭あい道路の整備に関する要綱」の運用による建築時

の壁面後退の誘導などにより、住宅地の居住環境、防災性の改善、向上を図ります。 

市街地縁辺部にあって既に一定の住宅の建て込みが見られ、公共下水道計画区域に含

まれている地区については、公共下水道整備と連動した道路の拡幅整備などにより市街

地の基盤を整え、用途地域の指定により周辺田園環境と調和した低層住宅地としての居

住環境の改善及び保全を図ります。 

 

■新市街地の開発整備 ---------------------------------------------------------  

郷原地区の工業団地や磯部駅南側の一団の大規模工場などに隣接する幹線道路沿道地

区については、既存工業機能と連携する産業機能の立地需要に応えて、産業拠点の拡充

を図ります。職住近接の都市構造を維持、発展に向けて、市街地開発事業の実施や計画

開発の誘導により、産業用地の計画的な開発整備、用地供給を推進します。 

市役所周辺の都市拠点地区の市街地に隣接する西毛広域幹線道路（都市計画道路３・

６・１０南北中央幹線）沿道については、都市の生活利便性の向上と職場の確保に資す

る流通業務系の産業機能の立地誘導を図るため、産業系街区を形成する計画的な開発整

備を促進し、都市拠点地区の都市機能の拡充を図ります。 

 

■公営住宅整備 ---------------------------------------------------------------  

「安中市市営住宅等長寿命化計画」に基づき、住棟・住戸の適正な維持管理に努める

とともに、建替えを要する住棟・住戸については、生活利便性の高い拠点地区市街地へ

の団地の集約再編、住棟・住戸の移転建替えを推進します。 

移転建替えにあたっては、高齢者をはじめ誰もが住みやすい住棟・住戸とするととも

に、居住機能に加えて福祉機能、生活利便機能も備えた複合的な施設を想定し、土地の

高度利用を視野に入れて整備計画を検討します。 

用途廃止された団地、移転建替えされた住棟・住戸の敷地については、各地域の市街

地整備に資する用地として活用を図ります。 
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４-１-３．自然・農業環境の保全・活用の方針 

自然活用保全地、田園集落地などの山林や農地の環境保全と広域観光交流などの資源と

しての活用の方針及び都市的土地利用と自然的土地利用の調整の方針を示します。 

 

１．自然・農業環境の保全・活用の基本方針 

都市の貴重な財産である河川上流部や水源地の山林自然環境、河川沿岸や丘陵斜面の身

近な自然環境、自然を管理活用する農業が営まれてきた農地の農業生産環境については、

開発・都市的土地利用の制限と、農林業の生産活動の場、自然や農業を学習する場として

活用し、土地・環境の管理を促進することにより、適切に保全します。 

 

 

● 自然活用保全地や田園集落地の環境・土地利用の基本的保全 

山林・農地など自然的土地利用とその環境については、保全を基本とし、山林自然環境

エリア、田園集落エリアにおける都市的土地利用については、周辺の自然環境・農業生産

環境と調和するものに限定します。 

● 市街地に隣接する碓氷川・九十九川の環境保全、身近な自然環境としての活用 

利根川上流水源地の河川環境・水環境を保全するとともに、市街地に隣接する身近な自

然環境である碓氷川・九十九川の河川敷については、水に親しむことができる緑地、広場、

歩行空間として活用します。 

● 山林・農地の学習、交流の場としての活用と活用を通じた荒廃の防止 

山林・農地については、自然環境や農業生産を学ぶ場、市民や広域から訪れる人々が交

流する場としての活用を図り、環境・土地利用の荒廃の防止を図ります。 
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２．自然・農業環境の保全・活用の方針 

■山林自然環境、河川水環境の保全 -------------------------------------------------  

河川上流部の自然公園区域の山林、国有林・保安林については、自然公園法・森

林法に基づき、開発・都市的土地利用を制限し、環境・土地利用を保全します。 

碓氷川・九十九川・柳瀬川とその支流河川の水環境については、水源地の山林の

保全管理による水源かん養、河川敷の維持管理、公共下水道整備や合併処理浄化槽

の設置による汚水の流入抑制などにより、その環境、水質・水量の保全を図ります。 

 

■市街地に介在する身近な自然環境の保全活用 -----------------------------------  

市街地に隣接する碓氷川・九十九川については、河川の排水・治水機能との調整

を図りつつ、河川敷や堤防、管理用道路において広場・歩行空間・自転車通行空間

などの整備を促進し、身近な親水空間としての活用を図ります。 

市街地周辺部にあって緑豊かで美しい景観を構成している河川河岸段丘の斜面の

緑地、田園集落地の里山の緑地については、緑地保全地区などの地域制緑地の指定を

検討し、その環境・景観の保全を図ります。 

市街地近傍にある一団の優良農地を含む田園集落地の緑豊かな環境・景観について

は、特定用途制限地域の指定などにより、保全を図ります。 

 

■広域観光交流拠点の良好で特色ある自然環境の保全、整序 -----------------------  

広域観光交流ゾーンを形成する碓氷関所跡・坂本宿の歴史的街並みと鉄道文化遺産

の背景となっている周辺の山林自然環境については、散策のルートや風景の眺望広場

整備などに活用するとともに、山林の維持管理を促進して、良好で特色ある環境・景

観の保全、整序を進めます。 

磯部温泉街に隣接する碓氷川の河川敷や沿岸の斜面の緑地については、緑地保全地

区などの地域制緑地、地区計画などにより、温泉街と一体となった風情ある景観、水

に親しむことのできる環境の保全、整序を図ります。 

 

■自然環境や農業生産環境の体験・学習の場としての活用・整備 -------------------  

群馬県野鳥の森・小根山森林公園、学習の森、観梅公園、天神山自然の森、後閑城

址公園などの地域の山林自然環境・農業生産環境と一体となった公園緑地施設につい

ては、アクセス道路の整備などにより、体験学習の場としての施設機能の拡充を図る

とともに、学習の場を周辺の山林や農地へ広げて、その活用と土地の管理を促進しま

す。 

観光農園、貸し農園などにより、都市住民と農業・農村との交流の場として農地

の活用を図り、耕作放棄地化などによる農地の環境の荒廃を抑制します。 
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４－２．道路・交通施設の整備の方針 ·····································  

４-２-１．道路整備の方針 

将来都市像の実現に向けて、市民の連携、交流を支える基盤・ネットワークである道路

網の配置整備、道路空間の整備の方針を示します。 

１．道路整備の基本方針 

本市と他都市及び市内各地域間を円滑に連絡し、連携を強化する幹線道路網を整備形成

するとともに、誰もがいつでも安全で快適に通行できるよう道路機能・道路空間の拡充・

改修整備と維持管理を推進します。 

整備の必要性と効果の高い路線・区間から計画的に道路整備を推進し、既存道路を活か

した系統的な道路網を形成します。 

● 他都市、他地域との交通連絡の強化、交通の円滑化 
都市間の連絡や産業活動、広域観光交流に資する広域交通ネットワークを構成する幹

線道路の整備促進、交通の円滑化による連絡・連携機能の強化により、都市の活力の増

進を図ります。 

● 大量通過交通の地域の交通、環境に対する影響の軽減 
幹線道路の大量通過交通が地域の生活交通や環境に与える影響を軽減するため、渋滞を緩

和する道路の整備・改良、交通安全施設の整備を推進します。 

● 地域社会の高齢化に対応する集落・市街地連絡交通路の確保 
高齢化する地域社会の生活交通の利便性を確保するため、市内各地域の集落地と最寄りの

市街地・鉄道駅周辺拠点地区を連絡する幹線道路の整備・改良を進めます。 

公共交通の利便性を高め、利用を促進するため、鉄道駅周辺地区については、駅周辺道路

の整備、交通結節機能を持つ交通広場や公共的駐車場の整備を促進します。 

● 既存幹線道路の改良整備による道路交通機能、交通安全環境の向上 
通学路となっている幹線道路、道路新設整備により交通流動が大きく変化する周辺幹線道

路は、重点的に交通安全施設などの道路施設の改良を進め、地域交通の円滑化と歩行者の交

通安全を確保します。 

● 事業の実現性と効果を推し量った幹線道路網整備の推進 
整備の必要性と整備事業の実現性、整備効果を推測し、幹線道路網の段階的な整備計画の

策定を検討するとともに、必要に応じて都市計画道路の計画を見直し、着実に系統的な幹線

道路網を形成していきます。 

● 幹線道路橋梁の耐震化、道路長寿命化、道路維持管理等による幹線道路機能確保 
幹線道路の橋梁などの耐震化や道路の長寿命化、道路施設の維持管理を推進し、災害時の

避難路・救援路など、幹線道路機能の確保を図ります。 

● 生活・交流の場としての道路空間の快適性、安全性及びデザインの向上 
広域観光交流ゾーンの道路、広域観光ルートを構成する幹線道路については、バイパス機

能を持つ道路整備による自動車交通負荷の低減や、歩道・自転車道の拡充整備、沿道建築物

と一体で地域の特色を表現するデザインによる施設整備などにより、交流の場としての道路

空間の快適性・安全性の向上を図ります。 

また、「道路里親制度」など、沿道の市民の参加協力を得て、地域の幹線道路の管理、美

化を促進します。 
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２．道路整備の方針 

 

〔道路整備の方針〕 

■主要（広域）幹線道路 -------------------------------------------------------  

【国道 18 号の改良整備】 

本市を東西に貫く広域交通軸である国道１８号については、交通の円滑化、渋滞の

解消、大量通過交通による地域環境への影響の軽減を図るため、拡幅整備、交差点改

良等を促進します。 

【西毛広域幹線道路の整備】 

西毛広域都市圏を南北に結ぶ西毛広域幹線道路（都市計画道路３・６・１０南北中

央幹線）の整備を促進し、富岡市や高崎市、前橋市などとの広域連携強化を図ります。 

 

■幹線道路 -------------------------------------------------------------------  

【南北方向地域連絡幹線道路の整備】 

市内各地域の集落地と東西方向に連なる国道１８号沿道の市街地、ＪＲ信越本線の

各駅周辺の拠点地区との間を河川や鉄道を越えて連絡する南北方向の県道等の主要道

路については、地域連絡交通軸を形成する幹線道路として、路線バスなどの公共交通

の運行の円滑化、効率の向上や災害時の避難・救援の経路確保に配慮して、狭あい区

間の拡幅や交差点改良など道路の拡充を促進します。 

【碓氷川右岸市街地東西連絡幹線道路の整備】 

国道１８号の交通混雑・渋滞の緩和と広域観光交流のルートである旧中山道への自

動車交通負荷を軽減し、地域産業交通の円滑化を図るため、碓氷川右岸を東西に連絡

する地域連絡幹線道路の整備を促進します。 

【柳瀬川右岸丘陵上部の東西方向産業拠点連絡幹線道路の整備】 

柳瀬川右岸の丘陵上部の田園集落エリアについては、産業拠点と上信越自動車道松

井田妙義インターチェンジ、西毛広域幹線道路（都市計画道路３・６・１０南北中央

幹線）との間を連絡し産業交通の広域利便性を向上する東西方向の地域連絡幹線道路

の整備を推進します。 

【旧中山道の地域生活幹線道路、広域観光交流空間としての再整備】 

板鼻宿、安中宿、安中原市の杉並木、松井田宿、碓氷関所跡、坂本宿と、沿道に歴

史的街並みや歴史遺構、伝統的建造物が連なり、地域商店街が形成されている旧中山

道については、広域観光交流のルート・交流空間であり、また、観光商業を担い地域

の生活を支援する商業空間として、歩行空間の快適性・安全性向上に向けた整備の推

進と、沿道の駐車場や広場の整備を促進します。 
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■補助（地区）幹線道路 -------------------------------------------------------  

各地域、地区に集散する交通を、幹線道路網に連絡する地区レベルの幹線道路を系

統的に配置し、交通の円滑化と交通安全性を向上させる交差点改良、歩行空間の改修

を進めます。特に、通学路をはじめ、鉄道駅や主要公共公益施設周辺の道路について

は、交通安全施設の整備や歩道のバリアフリー化、歩行空間の明瞭化などを推進しま

す。 

 

■主要生活道路 ---------------------------------------------------------------  

その他、各地域内、地区内の生活交通が集中する主要生活道路については、生活環境

の向上、改善、市街地・集落地の防災性の向上のため、沿道の土地利用・建築と連動し

た道路環境整備を進めます。 

 

■歩行者道・自転車道 ---------------------------------------------------------  

都市拠点地区、地域生活拠点地区や学校など主要な公共公益施設の周辺、広域観光

交流ゾーン及び広域観光交流ルートの沿道については、歩道の重点的整備を図るとと

もに、段差解消等のバリアフリー化を推進し、歩行空間の安全性・快適性の向上を図

ります。 

自然に親しめ、環境にやさしい交通手段である徒歩や自転車利用を促進するため、

碓氷川・九十九川の沿岸道路や、広域観光交流のルートとなる幹線道路については、

沿道の環境整備、景観の保全と併せて、自転車・歩行者道、自転車専用レーン、自転

車専用道路の整備を進め、歩行・自転車交通のネットワーク化を図ります。 
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４-２-２．公共交通体系整備の方針 

道路網と併せて都市の交通体系を構成する鉄道や路線バスなど公共交通体系とシステム

の整備・運用の方針を示します。 

 

１．公共交通体系整備の基本方針 

高齢化する地域社会の生活交通手段を確保し、誰もがまちに出て、いきいきと交流する

まちにするため、鉄道・路線バスなどの公共交通を、誰もが快適に利用することができる

体系・システムに再構築することにより、公共交通の利用を増進し、都市交通の維持、充

実を図ります。 

 

● 地域社会の高齢化に対応する鉄道・路線バス等の公共交通の利便性と快適性の向上 

地域社会の高齢化に対応した、自家用車に頼らない交通手段として、また、地域の歴史文

化とふれあえ自然と人にやさしい観光交流の交通手段として、鉄道・路線バスなどの公共交

通機関の路線・運行の維持・拡充を図るとともに、交通施設・設備のバリアフリー化を進め、

公共交通の利便性・快適性の向上により利用を促進します。 

● 鉄道駅、駅周辺地区の交通結節機能の強化、快適化と鉄道利用の増進 

本市の都市交通体系の骨格となり、地域の歴史文化を象徴し広域観光交流のルートを構成

するＪＲ信越本線・北陸新幹線の利用増進を図るため、交通結節機能を持つ鉄道駅施設など

の拡充整備、バリアフリー化を促進します。この駅施設や駅前の交通施設の整備にあたって

は、地域の玄関口にふさわしい景観や機能を兼ね備えた整備を誘導します。 

● 中山間の集落地から最寄鉄道駅までの公共的交通手段の確保 

鉄道駅から遠く離れた中山間の集落地については、最寄駅や駅周辺の拠点地区市街地と連

絡するバス路線の設定、運行の拡充を検討促進します。また、利用人口の分布状況などの制

約により定時定路の公共交通機関の運行が困難な地域については、タクシーの利活用の促進

など、他の交通手段の確保と利用システムの確立に努めます。 

  



75 

 

２．公共交通体系の形成整備の方針 

■鉄道の整備と利用増進 -------------------------------------------------------  

【ＪＲ信越本線市内各駅の駅施設及び駅周辺の広場など改修整備、バリアフリー化】 

ＪＲ信越本線の市内各駅の駅舎など駅施設の改修整備、バリアフリー化を促進する

とともに、駅周辺の交通広場、公共的駐車場等の交通結節機能を持つ施設整備を推進

し、鉄道利用の利便性・快適性の向上により、鉄道利用を増進します。 

乗降客数が多く都市の拠点駅である安中駅については、重点的に都市拠点地区の市

街地や枢要な公共公益施設との連絡機能の強化を図ります。 

広域観光交流ゾーンの玄関口となる磯部駅、横川駅については、それぞれの地域の

顔づくりを念頭に、駅施設や周辺の広場などの改修整備にあたっては、温泉街や鉄道

文化遺産と一体となった景観形成や施設整備を図ります。 

【市民の交通需要に応える鉄道運行、旅客輸送の充実】 

市民の広域的な通勤通学などの交通需要に的確に応えるよう、ＪＲ信越本線・北陸

新幹線について、必要な運行形態や輸送力の確保を要請し、市民の鉄道利用の維持促

進に努めます。 

 

■路線バス・乗合タクシー等の道路公共交通システムの再構築 ---------------------  

【路線バス・乗合タクシー等の合理的な路線・運行形態の検討、設定】 

乗合バス・乗合タクシーについて、デマンド対応型交通の需要把握を行い、利便性

と運行効率の良い路線・運行形態を検討します。また、必要に応じて、定時定路線の

運行の見直しを進め、鉄道交通と連携して、地域の特性に即した合理的な公共交通の

体系を再構築します。 

鉄道駅周辺の道路整備の推進と連動して、一つの鉄道駅から、鉄道から離れた地域

を経由して他の鉄道駅に向かう、両方向運行のバス等の路線設定や、鉄道の運行ダイ

ヤとの接続を考慮した運行ダイヤ等を検討し、鉄道交通と一体なった公共交通ネット

ワークを確立することにより、総合的に公共交通の利便性を高め、利用を増進します。 

【バス交通の利用の快適化、バリアフリー化】 

路線バス・乗合タクシー等の路線が設定された道路については、歩道整備、停留所・

ターミナル施設及びバスなどの車両のユニバーサルデザインの考え方に基づく機能拡

充整備、改修・改装により、バス交通利用の快適化を図ります。 

【鉄道・路線バス等圏域外の生活交通手段の確保】 

利用人口の分布や道路整備の状況などの制約から、定時定路線の公共交通の運行が困

難な地域では、タクシーの利活用や公共公益施設の送迎バスの活用など、他の公共的な

交通手段の確保と利用システムの確立に努めます。 
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４－３．公園・緑地の整備の方針 ···········································  

公園・緑地の配置整備と機能更新・維持管理の方針を示します。 

 

１．公園・緑地整備の基本方針 

地域の自然環境・歴史文化や空閑地を活かして、都市公園・広場・公共スポーツ施設・

農村公園などとその他の公共施設緑地との連携、役割分担を図ります。また、保全緑地の

配置と併せて、緑の環境と公園利用のネットワークが形成されるよう公園・緑地の配置整

備を推進します。 

防災機能や観光交流機能などをあわせ持ち、多目的に利用できる公園・緑地の整備を進

めるとともに、公園・緑地の整備・維持管理への市民参加を促進し、市民利用のニーズに

沿った公園・緑地の更新整備、長寿命化を進めることで、利用の促進を図ります。 

 

● 歴史文化や自然環境を保全、活用する特色ある公園・緑地・広場の整備 

地域の歴史遺構や良好な自然環境を保全し、歴史文化や自然を体験・学習する場、広域

観光交流の場となる公園・緑地・広場の配置整備、施設機能更新を進めます。 

河川自然環境と親しみながら憩い、交流する場として、治水機能の維持管理と調整を図

りつつ、広がりのある河川敷については、親水性のある公園・緑地・広場、スポーツ施設

の整備、機能更新を促進します。 

● 地域防災機能、観光交流機能等様々な機能を併せ持つ公園・緑地・広場の整備 

公園・緑地・広場の配置整備や既存の施設の機能更新にあたっては、地域における利用

需要を確認しつつ、地域防災機能や観光交流機能などの機能をあわせ持ち、市街地の公共

の空き地として様々な用途に利用することができるよう、機能・形態の整備・更新を進め

ます。 

● 施設跡地等の低未利用地を活用する公園・緑地・広場の整備 

施設跡地や空き地などの市街地の低未利用地を活用して、多目的に利用できる広場や商

店街のポケットパークなどの整備を検討します。 

● スポーツ施設などとのネットワークを考慮した公園施設の機能更新、長寿命化 

公園施設は、地域における利用需要、地域防災機能などの機能付加の必要性と、他のス

ポーツ施設、学校教育施設などとの連携、役割分担を考慮して、効果的で効率の良い機能

への更新、長寿命化、適正な維持管理を図ります。 

● 公園・緑地整備、管理への市民参加の促進 

市民が利用しやすく、多くの人に利用される公園・緑地とするために、整備の計画段階

からの市民参加や維持管理活動への市民参加を促進します。 
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２．公園・緑地整備の方針 

■市街地エリアの身近な公園・緑地・広場などの配置整備 -------------------------  

【都市公園の配置整備】 

幹線道路整備など、他の市街地の整備事業と連携し、公共公益施設の統合再編によ

る施設跡地などの低未利用地を活用します。 

既存の公園・緑地やスポーツ施設と有効なネットワークが形成されるよう、既存公

園・緑地の利用圏域外の区域における都市公園・緑地の配置整備を推進します。 

【防災機能・観光交流機能を持つ公園・緑地・広場の整備】 

公園・緑地・広場の整備、施設の機能更新にあたっては、災害時の避難場所や資機

材の備蓄倉庫などの地域防災の機能を持つ整備を推進します。 

指定避難場所や救援活動のためのヘリポート適地への距離が遠く、災害時の避難な

どの経路確保が困難な地域については、低未利用地の活用による防災機能を有する多

目的な公園・緑地・広場の整備を検討します。 

広域観光交流ゾーンの安中城址周辺、旧中山道沿道地区、磯部温泉周辺地区などに

ついては、観光交流の場となり、また、都市居住に潤いをもたらすポケットパークや

広場の整備を推進します。 

【公園施設・スポーツ施設の機能更新、長寿命化】 

地域の公園・緑地の利用需要に即して、施設間の連携、役割分担と施設の老朽化を

考慮しつつ、「西毛総合運動公園」「安中市スポーツセンター」「坂本スポーツ広場」を

はじめ、公園施設・スポーツ施設の効果的な機能更新整備、施設長寿命化による効率

的な施設維持管理を進めます。 

 

■歴史文化・自然環境を保全・活用し交流と学習の場となる公園・緑地の整備 -------  

【広域観光交流の拠点となる公園・緑地の整備】 

碓氷関所跡、碓氷峠鉄道文化遺産などの遺構、歴史的街並み、妙義山の眺望などの

豊富な観光交流資源を有する臼井・坂本地区の広域観光交流ゾーンについては、観光

ルートに沿って、遺産・遺構、環境・景観を保全・展示し、広域観光客と地域の環境・

コミュニティの交流の場となる公園・緑地・広場の配置整備を検討推進します。 

地域の農業・農村環境を活用した広域観光拠点である「秋間梅林・観梅公園」につ

いては、その環境の維持管理の促進や周辺道路の拡充を図り、利用の快適化と利用増

進を図ります。 

【地域の自然や歴史文化を保存し、体験・学習できる公園緑地の整備】 

地域の自然環境や歴史文化を体験・学習する拠点となっている「群馬県野鳥の森・

小根山森林公園」「後閑城址公園」「天神山自然の森」「学習の森」「簗瀬二子塚古墳」

については、その施設・環境・文化財を保全・維持管理するとともに、周辺自然環境

の保全・活用の促進やアクセス道路の整備による機能の拡充を図り、利用を増進しま

す。 
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■市民との協働による公園・緑地の整備、維持管理 -------------------------------  

【計画段階からの市民参加による利用需要に即した公園・緑地・広場の整備】 

市民にとって使いやすい公園・緑地・広場が整備されるよう、計画段階からの市民

参加を促進し、市民との協働により整備を行います。 

【市民の参加による効率的で効果的な施設機能更新、維持管理】 

利用者の立場から安全で使いやすい公園・緑地・広場であり続けるよう、施設機能

更新、維持管理活動への市民参加を促進します。 
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４－４．河川及び供給処理施設の整備の方針 ····························  

４-４-１．河川整備の方針 

河川の改修・管理と河川自然環境の保全、活用の方針を示します。 

 

１．河川整備の基本方針 

河川の治水・利水機能を維持、増進する河川改修、河川管理を促進するとともに、地域

の自然環境の骨格となる河川環境の保全と、親水空間としての活用を図ります。 

 

● 治水対策としての河川改修、管理の促進 

大量降雨にともなう災害を防止するため、治水対策としての河川改修整備と河川施設の

維持管理を促進します。 

● 親水空間、オープンスペースとしての河川空間の整備、活用 

水と親しめる自然環境、空閑地として河川自然環境、河川敷の環境の保全と活用を図り

ます。 

 

 

 

 

 

２．河川整備の方針 

■治水河川改修整備 -----------------------------------------------------------  

利根川水系の上流部の碓氷川とその支流の河川については、水源地の河川であるとと

もに、重点的な水防、砂防を要する県管理の一級河川が大部分であり、治水対策として

の河川改修整備と、治水機能を保つ維持管理を促進します。 

■市街地内小河川・排水路の改修整備 -------------------------------------------  

大量降雨時に異常出水する恐れのある市街地内の小河川・排水路の狭あい部の改修整

備を推進し、市街地の浸水災害を防止します。 

■親水空間としての河川敷の整備、活用 -----------------------------------------  

市街地に隣接する碓氷川・九十九川の中下流部にある一定の広がりを有する河川敷に

ついては、河川治水機能との整合を図りつつ、親水性のある公園・緑地・広場の整備、

沿岸管理用道路の歩行空間・自転車道の機能の付加整備を進めます。 
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４-４-２．下水道整備の方針 

都市の汚水処理施設の整備の方針を示します。 

 

１．下水道整備の基本方針 

公共下水道計画区域における下水道整備事業を推進し下水道加入による水洗化を促進し

て整備効果の向上を図ります。また、計画区域外において必要な汚水の集中処理の手法・

計画を検討しつつ合併処理浄化槽の設置を支援して、地域の水環境の汚濁の防止と生活環

境・衛生の向上を図ります。 

 

● 公共下水道計画区域における公共下水道整備事業の推進、下水道加入の促進 

公共下水道計画区域については、逐次、事業認可区域を拡大して公共下水道整備事業を

推進するとともに、下水道加入による水洗化を促進して事業効果を高めます。 

● 汚水の集中処理が合理的である地域における集中処理施設計画の検討、策定 

公共下水道計画区域外の汚水集中処理が合理的である地域については、集中処理の手法

を検討します。 

● 合併処理浄化槽設置の促進 

合併処理浄化槽の設置を促進し、地域の河川などの水環境の汚濁を防止します。 

 

 

２．下水道整備の方針 

■公共下水道事業認可区域における事業の推進と下水道加入の促進 -----------------  

利根川上流流域関連公共下水道の事業認可区域における事業を推進するとともに下

水道に対する市民の理解を深めて、整備事業済区域における下水道加入による水洗化を

促進して、下水道整備事業の効果を高めます。また、布設された下水道管渠の老朽化な

どに対応する下水道施設の維持管理を推進します。 

■公共下水道計画区域における事業認可区域の拡大 -------------------------------  

事業認可区域内の事業の進捗と計画区域外の汚水集中処理の手法・計画の検討策定状

況を勘案しながら、公共下水道の事業認可区域を拡大し、事業の進展、下水道の普及を

図ります。 

■地域ごとの汚水集中処理の手法・計画の検討、策定と事業化 ---------------------  

公共下水道計画区域外であるが建築物の建て込み、連担の状況から汚水の集中処理が

合理的で相当であると「汚水処理計画」に位置づけられた地域については、地域の実情

に応じた集中処理の事業手法を検討します。 

■合併処理浄化槽の設置の促進 -------------------------------------------------  

公共下水道などの汚水集中処理の事業実施が確定していない地域については、合併処

理浄化槽の設置を支援し、単独浄化槽やし尿汲み取り式からの転換を促進して、地域の

河川などの水質汚濁を防止します。  
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４-４-３．上水道整備の方針 

上水道施設の整備・更新・維持管理の方針を示します。 

 

１．上水道整備の基本方針 

「地域水道ビジョン」に沿って、都市の枢要なライフラインである上水道の水源の確保

と水道施設の整備・更新を進め、水質の良い水道水の安定的な供給を図ります。 

 

● 安定的な水供給に向けた水道施設の維持管理、長寿命化、耐震化 

安全な水の安定的供給を図るため水道施設の適正な維持管理、長寿命化、耐震化を推進

します。 

震災時にも水を供給するライフラインを確保するため、浄水施設や配水管の耐震化を進

めます。 

● 新たな水需要へ対応する水源の確保、送配水施設の整備 

水需要の変化を的確に見通し、新たな水需要の量と配水先に対応しえる水源の確保、送

配水施設の整備を進めます。 

 

 

 

２．上水道整備の方針 

■浄水施設や配水管の整備、長寿命化、更新 -------------------------------------  

上水道水量の安定と水質の安全性を確保するため、浄水施設整備、老朽管の更新を含

めた配水管網の長寿命化や更新など適正な維持管理を推進します。 

■浄水施設や配水管の耐震化 ---------------------------------------------------  

震災時にも水を供給するライフラインを確保するため、浄水施設や配水管の耐震化を進め

ます。 

■新規産業立地など新たな水需要に応える水源の確保、送配水施設の拡充 -----------  

産業用地整備、企業立地などによる新たな水需要に対応して用水を供給し得るよう、

水源の確保を図るとともに、必要に応じて送配水施設の整備・拡充を進めます。 
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４－５．都市環境・景観の整備・形成の方針 ····························  

４-５-１．都市環境の管理・整備の方針 

良好な都市環境の形成、保全に向けた環境管理、環境浄化の方針を示します。 

 

１．都市環境の管理・整備の基本方針 

「環境基本計画」に沿って、自然環境と共生・調和し、資源やエネルギーを大切にして、

健やかで快適に暮らすことのできるよう、都市環境の悪化を防止し、環境浄化、美化、緑

化に努め、清らかできれいな都市環境を形成します。 

 

● 宅地内や公共施設の緑化等の身近な緑の保全・創造 

宅地内と公共施設の緑化を促進し、公園・緑地・広場、保全緑地と合わせて、緑のネッ

トワークを形成し、緑あふれ心やすらぐ都市環境を形成します。 

● 自然と共生する施設整備、市街地整備の促進 

都市の基盤施設整備、市街地開発整備にあたって、地域の自然環境、生態系に配慮して

自然と共生する形態、機能と工事手法による整備を促進します。 

● 廃棄物の適正な収集処理による環境悪化の防止 

廃棄物処理施設の改良整備、管理による処理性能の維持と収集体制・ルールの周知、徹

底により、適正な収集処理を行い、廃棄物による地域環境の汚染・悪化を防止します。 

● 地域環境の管理体制の強化による環境悪化の防止 

市民参加を促進して地域の環境の監視・管理体制を強化し、ごみの不法投棄や空き地・

空き家の放置などによる環境の悪化を防止します。 

● 公共交通・自転車交通の利用促進による二酸化炭素排出量の抑制 

公共交通・自転車交通の利用を促進して、自動車交通からの発生する二酸化炭素の排出

量を抑制します。 

 

 

 

２．都市環境の管理・整備の方針 

■都市緑化の推進 -------------------------------------------------------------  

生け垣の奨励に関する補助制度や建築協定などのルールの適用により、宅地内の樹

木・樹林の保全や緑化を促進します。 

道路整備や公共公益施設の整備、改修に際して、敷地内の緑化を推進します。 

工場用地など新たな宅地開発整備にあたって、「地域開発事業指導要綱」の運用、地区

計画、建築協定、緑化協定などにより、宅地内の緑化を誘導します。 
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■環境・生態系に配慮した機能・形態・工法による施設整備の促進 -----------------  

道路などの都市基盤施設の整備、公共公益施設の整備、宅地開発や建築の誘導については、

地域の水循環の維持、水源のかん養、水環境の維持に繋がる雨水浸透性のある施設整備、省

エネルギー型・自然エネルギー活用型の施設整備、生態系に配慮した多自然型の施設整備な

ど、自然と共生する形態、機能と工事手法による整備を促進します。 

■廃棄物処理施設の改良整備、維持管理の推進 -----------------------------------  

クリーンセンターのごみ処理施設・し尿処理施設については、適正処理のための性能

水準を維持する改良整備、長寿命化、維持管理を推進します。 

■ごみ収集の体制・ルールの周知・徹底 -----------------------------------------  

各地区のゴミステーションによる一般ごみの収集の体制・ルールを周知・徹底し、違

法ごみの放置などによる環境悪化を防止します。 

宅地の開発整備に際しては、「地域開発事業指導要綱」の運用などにより、ゴミステー

ションの適正な配置を誘導します。 

■廃棄物の不法投棄や公害の要因となる空き地などの転換、適正管理の促進 ---------  

土地利用の規制誘導により、不法投棄の対象になる恐れの強い空き地や耕作放棄地、

公害発生の恐れのある住宅地に近接する工場・事業所の土地利用の転換と適正管理を促

進し、不法投棄や公害発生を防止します。 

■合併処理浄化槽の設置の促進による河川環境の汚濁の防止 -----------------------  

公共下水道などの汚水集中処理の区域外では合併処理浄化槽の設置を支援し、生活雑

排水による河川環境の汚濁の防止に努めます。 

■公共施設管理への市民参加の促進 ---------------------------------------------  

「道路里親制度」など、市民参加により地域の道路や公園・緑地などの公共施設の管

理、美化を行う制度の確立と適正な運用を図るとともに、地域の自治組織や各種団体を

中心に、身近な環境の管理、美化・浄化を進めます。 

■空き地・空き家対策の検討・推進 ---------------------------------------------  

空き家については、「空き家対策」を検討し、対策措置を講じて空き地・空き家による

環境悪化を防止します。 

■公共交通・自転車交通の利便性向上による利用促進 -----------------------------  

総合的な都市の交通体系の再構築、公共交通の利便性・快適性の向上による利用促進、

自転車通行空間のネットワークの整備による自転車利用の促進により、自家用車の利用

交通を抑制し、排出ガスの影響の軽減を図ります。 

■墓苑の整備 -----------------------------------------------------------------  

市営霊園墓地については、自然環境と調和する適地への整備を検討します。また「す

みれケ丘聖苑」の適正な維持管理に努めます。 
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４-５-２．都市景観形成の方針 

魅力ある都市景観の形成、保全に向けた施設や建築物の形態の誘導方針を示します。 

 

１．都市景観形成の基本方針 

雄大な自然景観、歴史・文化の感じられる街並みを活かして、穏やかな暮らしといきい

きした交流の背景となる個性と魅力のある美しい都市景観を形成します。 

 

● 美しい自然景観・眺望と緑豊かな市街地景観の保全、形成 

美しい景観・眺望を日々眺めて暮らし、囲まれていきいきした交流が育まれるよう、市

街地の整備や施設・建築物の形態の誘導を進めます。 

● 地域の歴史・文化を表わす特色ある街並み景観の保全、形成 

広域観光交流の資源となり、地域の歴史・文化を感じ、学び、継承することができる旧

中山道の宿場町の風情ある街並みの保全、形成を図ります。 

● 幹線道路沿道の秩序ある沿道景観形成 

土地利用転換の動向が著しい広域幹線道路沿道では、沿道敷地の建築物の形態の誘導に

より、秩序ある沿道景観の形成を図ります。 

 

 

２．都市景観形成の方針 

■「景観計画」に沿った計画的、重点的な景観形成 -------------------------------  

「景観計画」を検討・策定し、「景観行政団体」として、必要に応じて、広域観光

交流拠点や都市拠点に「景観重点地区」を設定し、交流の資源となる特色ある街並

み景観の形成を図ります。 

■山並みの眺望の確保 ---------------------------------------------------------  

市民が誇る妙義山などの山並みの眺望、景観を保全するため、市街地において建

物の高さを制限する「高度地区」など建築物の高さの規制誘導を検討推進します。

また、市街地から眺望される斜面緑地への「地域制緑地」の指定を検討するととも

に、山並みや河川を眺望できるポイントとなる公園・広場の配置整備を進めます。 

■屋外広告物の制限 -----------------------------------------------------------  

良好な街並み景観、幹線道路沿道景観を実現するため、県屋外広告物条例の適切

な運用を促進し、景観を阻害する屋外広告物を制限します。 

■住宅地の宅地内緑化の促進 ---------------------------------------------------  

住宅地については、生け垣など敷地内の緑化と建築協定などによる建築の形態の

誘導により、緑多い穏やかな景観の形成を図ります。 

■産業用地の緑化 -------------------------------------------------------------  

一団の産業用地については、緑化協定などによる工場緑化により、周辺環境・景

観と調和した景観形成を促進します。   
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４－６．都市防災の方針 ·······················································  

災害に備える防災まちづくりの方針を示します。 

 

１．都市防災の基本方針 

災害に備えて、施設・建築物の不燃化・耐震化を促進し、「地域防災計画」に沿った災

害時の避難・救援活動の拠点と経路、ライフライン、地域の自主防災組織の身近な活動拠

点が確保されるよう、施設整備と土地利用の誘導を進め、被害の拡大を防止します。 

 

● 施設建築物・道路・ライフラインの耐震化、不燃化による災害拡大の防止 

施設建築物の耐震化・不燃化を促進し、震災被害の拡大を未然防止するとともに、災害

時の避難・救援・消防活動の経路、ライフラインの耐震化により、災害時の必要な活動の

円滑化を図ります。 

● 指定避難場所等への防災機能の付加整備、自主防災組織の身近な防災拠点の確保 

災害時の避難・救援活動の経路・圏域を考慮した防災拠点の配置、位置づけと防災活動

拠点としての機能の整備を推進します。 

● 治山・治水対策による洪水災害、土砂災害の防止 

災害を未然に防止する治山・治水対策を推進します。 

 

 

 

 

 

２．都市防災の方針 

■市街地建築物の耐震化、不燃化 -----------------------------------------------  

市街地の建築物の耐震化、不燃化を促進し、震災時の倒壊・延焼を防止します。 

建築物の密度が高く、出火の危険性の高い施設が多い拠点市街地では、防火地域・

準防火地域の指定を検討し、市街地の耐震・耐火性能の向上を図ります。 

■道路・橋梁の耐震化 ---------------------------------------------------------  

災害時に避難・救援の主な経路となる路線の道路・橋梁の耐震化、長寿命化と適

正維持管理を推進し、ブロック塀の生け垣化などの沿道の敷地・建築物の構造・形

態の誘導により、災害時の経路の確保を図ります。 

■ライフラインの耐震化、消防水利の拡充整備 -----------------------------------  

上水道の浄水施設・配水管網などのライフラインの耐震化と消防水利の拡充整備

により、災害救援や消火活動の円滑化を図ります。 
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■避難場所に指定された公園・緑地・広場などへの防災機能の付加、拡充 -----------  

「地域防災計画」で避難場所、ヘリポート適地と指定された公共公益施設、公園・

緑地・広場については、防災資機材の備蓄倉庫や情報通信機器などの防災機能の整

備を進めるとともに、周辺の道路やライフラインの耐震化を重点的に推進し、災害

に備えます。 

■地域の自主防災組織の単位に即した身近な避難場所の確保 -----------------------  

指定避難場所や救援活動のためのヘリポート適地への距離が遠く、災害時の避難な

どの経路確保が困難な地域については、自主防災組織の活動計画に沿って、身近な地

域の既存公共公益施設や低未利用地を活用して、一時的な避難場所となる防災機能を

有する多目的な公園・緑地・広場の整備を検討します。 

地域における自主防災組織を確立し、ハザードマップなどによる防災情報を共有し

て、身近なコミュニティの圏域における避難・救援の活動計画を立案し、計画に沿っ

た地域の防災機能の拡充を図ります。 

■治山・治水対策の推進 -------------------------------------------------------  

水害を防止するため、河川改修など総合的な治水対策を推進します。 

山間部では、土砂災害や地滑りなどを防止する砂防・治山対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


